
一東京外国語学校の時代

本
項
で
は
、
「
東
京
外
國
語
學
校
一
覧
』
『
東
京
外
事
専
門
學
校
學
則
」
「
東
京
外
国
語
大
学
学
生
便
覧
」
そ
の
他
の
資
料
を
手
が
か
り

に
、
本
校
の
正
課
体
育
（
体
育
・
保
健
）
の
変
遷
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

本
校
の
歴
史
と
体
育
（
旧
制
度
で
は
「
体
操
」
と
呼
称
）
の
関
係
は
古
い
。
本
校
の
前
史
に
あ
た
る
南
校
（
蕃
書
調
所
↓
洋
書
調
所
↓

開
成
所
↓
開
成
学
校
↓
大
学
南
校
↓
南
校
↓
第
一
大
学
区
第
一
番
中
学
↓
開
成
学
校
↓
…
…
）
で
は
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
四
月
に
運

動
場
を
設
置
し
英
、
仏
、
独
の
外
国
語
科
生
徒
に
体
育
（
体
操
）
を
課
し
て
い
る
。
同
年
五
月
の
学
則
改
正
で
も
英
語
科
で
は
「
九
ノ
部

ョ
リ
ー
ノ
部
二
至
ル
九
等
級
」
に
、
仏
語
科
で
は
「
六
ノ
部
ヨ
リ
ー
ノ
部
二
至
ル
六
等
級
」
に
、
独
語
科
で
は
「
四
ノ
部
ヨ
リ
ー
ノ
部
二

至
ル
四
等
級
」
に
何
れ
も
（
月
ｌ
土
）
毎
朝
九
時
か
ら
九
時
半
ま
で
の
三
○
分
間
正
課
の
体
操
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
七
三

（
明
治
六
）
年
十
月
明
治
天
皇
が
開
成
学
校
の
開
業
式
に
御
出
の
折
り
に
は
運
動
場
に
て
諸
科
生
徒
が
体
操
（
行
飛
、
手
摺
、
失
倉
）
を

実
演
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
雪
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
、
一
九
三
二
年
、
三
四
一
ペ
ー
ジ
）
。

体
育
・
保
健

一
東
京
外
国
語
学
校
の
時
代

１
東
京
外
国
語
学
校
の
建
学
か
ら
独
立
ま
で
の
体
育
一
八
七
三
’
一
八
九
九
年
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